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　第 10 回 ( ９月 ) 定例会は、9 月 13 日に
開会し、10 月 16 日までの 34 日間にわた

り開催しました。この議会では、平成 28 年度沼津市一般会計歳
入歳出決算の認定等 29 件、議員提出議案１件及び請願１件を審
議しました。
　ここでは、平成 28 年度の一般会計、特別会計及び企業会計の
審査、歳入・歳出決算額等の主な内容をお知らせします。

定例会の
主な内容

特
別
会
計
決
算

企
業
会
計
決
算

◆収益的収支：事業活動に伴って生じる収入と支出　 ◆資本的収支：建物や機器などの資産の購入・売却による収入と支出
◆一般会計から病院事業会計へ 20 億 5,000 万円、水道事業会計へ 2,277 万 8,000 円、下水道事業会計へ 24 億 5,000 万円繰り
入れています。なお、企業会計決算額は、消費税及び地方消費税を含みます。

決算を認定!
会　　　　計 歳　　　　入 歳　　　　出 差　引　額
国民健康保険事業 268億 4,034 万円 258億 7,166 万円 9億 6,868 万円
土地取得事業 5億 1,590 万円 5億 1,590 万円 0円
介護保険事業 151億 9,760 万円 148億 6,409 万円 3億 3,351 万円
簡易水道事業 376万円 271万円 106万円

後期高齢者医療事業 21億 8,530 万円 21億 7,961 万円 569万円

会　　　　計 収　　　　入 支　　　　出 差　引　額

病院事業
収益的収支 110億 7,559 万円 112億 5,644 万円 △１億 8,085 万円
資本的収支 10億 1,600 万円 15億　687万円 △ 4億 9,087 万円

水道事業
収益的収支 31億 6,971 万円 25億　413万円 6億 6,558 万円
資本的収支 8億 7,418 万円 20億 5,381 万円 △ 11億 7,963 万円

下水道事業
収益的収支 50億 3,339 万円 48億 3,355 万円 1億 9,983 万円
資本的収支 20億 1,294 万円 36億 9,423 万円 △ 16億 8,130 万円

平成 28年度の決算を審査　一般会計・特別会計・企業会計

特別会計企業会計予算決算委員会での主な質疑

問特定健康診査受診率向
　上のための取り組みは。
答特定健康診査をがん検診
と同時に実施したことや、平
日だけでなく、土曜日、日曜
日にも集団健診を実施したほ
か、各地区を回る巡回健診を
行った。また、若い世代の受
診率向上のため、40 歳にな
る人を対象に、期日を指定し、
特定健診と同時に運動体験や
食生活のアドバイスを行う

「はじめて健診」を引き続き実
施した。さらに、新たな取り
組みとして、特定健診を受診
した人の継続受診を促すため、
41 歳の人を対象に「はじめ
て健診」同様の内容の総合健
診を実施した。

問土地取得事業における土

　地売払収入の内容は。
答沼 津 駅 周 辺 総 合 整 備
事業促進用地 2 カ所、合計
1,136 平方メートルを、5 億
898 万 4,000 円で 一 般 会
計に売却したものである。

問要介護等認定者をふや
　�さないための新たな取り組
みは。
答平成 28 年度、新たに高
齢者の積極的な社会参加を通
じた介護予防を推進するため、
体操や運動を普及する人材を
養成する、健康体操サポーター
養成講座及び市内の介護保険
施設等でサポート活動を行う
人材を育成する、介護予防サ
ポーター養成講座を計 8 回実
施し、延べ 215 人の参加が
あった。

問病院事業における平成
　�28 年度に実施した経営改
善に対する取り組みは。
答沼津市立病院あり方検討
委員会から出た意見をもとに、
患者数の増を目的として、病
院長による開業医の訪問を
行ったほか、新たに、広報誌「ぬ
まピタル」の発行や健康まつ
りを開催するなど、情報発信
の強化に取り組んだ。また、
診療報酬のマイナス改定に対
する影響の緩和や看護師不足
に対応するための病床数の削
減を行った。さらに、患者満
足度の向上を目的として、患
者や付き添い者の食事スペー
スを確保するため、院内のレ
ストランや売店を見直し、院
内にコンビニエンスストアを導
入するなど、できるところか

ら着手した。

問下水道事業において未処
　�理欠損金が依然として生じ
ていることに対する認識は。
答平成28年度は、純利益1
億6,729万3,999円 に よ り、
未処理欠損金を削減できたが、
人口減少や節水機器の普及な
どにより、下水道使用料の大
幅な増収が見込めない中、下
水道維持管理費の増加等によ
り、今後さらに厳しい経営状
況になると考えている。そのた
め、経費節減はもとより、下
水道の普及率及び水洗化率を
向上させ、自主財源確保によ
る純利益の計上を図り、未処
理欠損金の早期解消に努めて
いかなければならないと認識
している。
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源

自

主
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60.0％

繰入金 1.2％
諸収入 1.6％

平成 28年度の決算を審査

一般会計・特別会計・企業会計の

歳　入 歳　出

一般会計予算決算委員会での主な質疑

問前市長編成の予算のもと、
　�市長はどのような市政運営
を行ったか。
答継続的な市政運営とい
う責務を果たすために、粛々
と予算執行した結果、平成
28 年度決算においては、前
市長との政治姿勢の差が数字
として顕著にあらわれるまで
には至らなかったが、市政情
報の見える化や、市民への情
報発信を推進するため、第 2
次沼津市都市計画マスタープ
ランの説明会や、市長と語る
会「元気な沼津！まちづくり
トーク」を開催するなど、前
市長とは異なる姿勢で、市民
と行政の距離を縮めて市民の
行政への参画意識を向上させ
る取り組みを行ってきた。

問自主財源確保の状況は。

答自主財源の根幹である
市税の増収に向けて取り組ん
だ結果、平成 28 年度の収納
率は平成 27 年度に比べ 0.4
ポイント増加し 95.7％となっ
た。また、ふるさと納税を積
極的に推進した結果、寄附額
は 平 成 27 年 度 に 比 べ 約
7,300 万円の増加となり、1
億8,382万7,384円であった。

問こども医療費等助成の実
　績と、前年度比の状況は。
答平成 28 年度は、32 万
2,510 件、5 億 1,884 万
3,544 円を支給し、平成 27
年度に比べ、7,274 件、1,686
万 8,153 円の増加となった。
これは、インフルエンザの流
行などのほか、制度拡充によ
り平成 28 年 10 月から第 3
子以降の通院・入院にかかる

費用を無料としたことが支給
額の増加につながったものと
考えている。

問学校規模・学校配置適正
　化推進事業の取り組みは。
答児童生徒数の減少傾向が
著しい戸田地区、長井崎中学
校区、第二地区においては単
学級化が進行しており、近い
将来、複式学級が生じる見込
みがあることから、戸田地区
については、小中一貫校推進
委員会を設置し、2 回の会合
を開催する中で、既存の校舎
を活用した小中一貫校化を図
ることについて合意を得た。
また、長井崎中学校区と第二
地区においては、自治会及び
学校関係者に対し、適正化の
内容を説明する中で、本市の
方針に一定の理解を得たとこ

ろである。

問勤労者支援利子補給事
　�業の実績は。また、県内他
市との比較に対する認識は。
答教育資金利子補給は、
428 件、274 万 9,854 円、
住宅建設資金利子補給は、
1,477 件、1,763 万 7,341 円、
育児支援資金利子補給は、
50 件、35 万 2,435 円であり、
総 額 2,073 万 9,630 円 で
あった。本市の教育資金利子
補給制度及び住宅建設資金利
子補給制度の利子補給額は、
県東部で最高額、県内でも 2
番目に高い金額であり、さら
に、育児支援資金利子補給制
度は、本市と富士市だけが実
施するなど、県内他市と比較
しても、遜色のない内容であ
ると認識している。

◆２～３ページの表は、１万円未満を四捨五入してあるため、差引額及び比較増減額が一致しない場合があります。

歳　　　　入 歳　　　　出 差　引　額
平成28年度決算額 721億1,053万円 707億 3,533万円 13億 7,520万円
平成27年度決算額 742億 2,537万円 708億 6,116万円 33億 6,421万円
比 較 増 減 額 △２1億1,484万円 △1億 2,583万円
増 減 率 △2.8％ △ 0.2％

一
般
会
計
決
算
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　沼津市立病院において安定的な医療サービスの提
供と健全な経営を図るためには、各診療科の中核と
なる医師を確保していくことが重要です。
　沼津市立病院へ円滑に医師を招へいするための制
度として、９月定例会において「沼津市医師就業支
度金貸与条例」が上程され、全会一致で可決しました。
　ここでは、その内容についてお知らせします。

沼津市医師就業支度金貸与条例の内容は？

民生病院委員会での主な質疑

Ｑ　どのような条例ですか？
Ａ　�新たに正規職員として沼津市立病院に勤務する医師に対し、就業にかかる支

度金を貸与することで、円滑な医師確保を行うものです。なお、貸与された
支度金は、沼津市立病院に５年間勤務した場合は返還を免除します。

Ｑ　なぜ条例をつくったのですか？
Ａ　�常勤医師が在籍していないことにより患者さんの診療を制限している診療科

を再開するためには、医師の確保が不可欠であることから、この条例をつく
りました。

Ｑ　対象となる医師は？
Ａ　�沼津市立病院に正規職員として勤務し、かつ、診療科の開設又はその維持

に特に貢献できると市長が認めた医師を対象とします。

Ｑ　支度金の貸与額はいくらですか？
Ａ　�沼津市内に住所を有する者は 700 万円、それ以外の者は 300 万円をそれ

ぞれ限度として無利子で貸与します。
　　※�９月定例会において、平成29年度沼津市病院事業会計補正予算（第１回）

を可決し、この支度金（700万円×2人分）を追加しました。

Ｑ　他の市町も同じような条例がありますか？
Ａ　�滋賀県高島市、和歌山県橋本市、兵庫県豊岡市、兵庫県養父市などで同様

の制度があります。

問　本条例を年度の途中において制定する理由は。
答　�本年 4 月の新病院長就任後、喫緊の課題である医師

不足を解消するため、支度金を貸与することで、他
の病院に比べ、医師確保の優位性を保つための制度
を構築したものである。

問　首都圏の大学の医師を招へいする際の現状は。
答　�沼津を知らない、他の市立病院との差がわからない

との反応や、家族の理解や子供の教育に伴う生活圏
の問題がある。

問　本条例制定において、想定している対象者は。
答　�医師確保の取り組みの一つとして、医師免許取得後、

2 年以下の初期研修医や 3 年から 5 年の専攻医を積

極的に受け入れ、市立病院に就職してもらえるよう
な環境をつくるためには、豊富な経験をもった指導
医が必要であることから、診療科の長となることが
できる医師を対象と考えており、具体的には、現在、
常勤医師が不在となっている、泌尿器科、腎臓内科、
救急科、麻酔科の医師を想定している。

問　本条例と沼津市立病院新改革プランとの関係は。
答　�平成 29 年３月に策定した改革プランにおいても医師

確保の取り組みを掲げており、
それらを継続するとともに、医
師確保のための一つの新たな
ツールを設けたものである。
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議　案　名 内　　　　容 議決結果

条　
例

議第 45 号
沼津市医師就業支度金貸与条例
の制定

■�各診療科の中核となりうる医師を招へいするため、医師就業支度金を貸
与します

沼津市立病院における医師招へいを円滑にし、もって安定的な医療提供及
び健全な経営を図ることを目的に、現に医師免許を有し、市立病院に勤務
する予定である者で、かつ診療科の開設またはその維持に特に貢献できる
医師に対して、医師就業支度金の貸与を行うものです。

可決

予　
算

議第 46 号
平成 29 年度沼津市一般会計補
正予算（第 3 回）

■�当初予算に2億 9,697万 5,000円を追加し、予算総額は716億 5,390
万円となります

追加したものは、道路新設改良事業費 1 億 3,013 万 1,000 円、一般河川
整備事業費 7,731 万 6,000 円が主なもので、財源としては、それぞれの特
定財源のほか、一般財源として繰越金などをもって充てるものです。この
ほか、臨時財政対策債などの起債限度額を変更するほか、繰越明許費とし
て第二地区センター建設事業 2 億 7,193 万 6,000 円を追加するものです。

可決

契　
約

議第 49 号
工事請負契約の締結（沼津市立
金岡中学校屋内運動場建築主体
工事）

■�金岡中学校屋内運動場の建築工事を行います
制限付き一般競争入札により 4 億 4,604 万円で沼津市大岡 1705 番地の 4、
大藤建設株式会社 代表取締役 町田直繁と工事請負契約を締結するものです。
工事の内容としては、神田町地内において、鉄骨造 2 階建、建築面積 1,567.56
平方メートル、延床面積 1,767.55 平方メートルの屋内運動場を建築するも
ので、完成期限は平成 30 年 10 月 11日です。

可決

議第 50 号
工 事 請 負 契 約 の 締 結（ 市 道
0107 号線永代橋耐震補強工事）

■�新たな耐震基準により、永代橋の耐震補強工事を行います
制限付き一般競争入札により 2 億 5,380 万円で沼津市中瀬町 5 番 6 号、株
式会社植松土木 代表取締役 植松寧と工事請負契約を締結するものです。工
事の内容としては、吉田町地内他において、永代橋の P1 橋脚の耐震性を高
める補強工事を行うもので、完成期限は平成 30 年 6 月 28 日です。

可決

議第 51 号
工事請負契約の締結（小河原川
雨水貯留池築造工事）

■�青野地区を中心とする浸水被害軽減のため、雨水貯留池を築造します
制限付き一般競争入札により 3 億 341 万 5,200 円で静岡市駿河区八幡二
丁目 2 番 12 号、株式会社熊谷組静岡営業所 所長 巻木茂と工事請負契約を
締結するものです。工事の内容としては、柳沢地内において、重力式コン
クリートダム型式、堤体高 12.4 ｍ、堤体幅 93.0 ｍの雨水貯留池１カ所を
築造するもので、完成期限は平成 30 年 7 月 13 日です。

可決

人　
事

認第 25 号
教育委員会委員任命の同意

平成 29 年 10 月 25 日をもって任期満了となる三芳町在住の三
み

好
よし

勝
かつ

晴
はる

氏を
再任することについて同意するものです。

同意

認第 26 号
公平委員会委員選任の同意

平成29年10月25日をもって任期満了となる瀬
せ

野
の

真
まさ

志
し

氏の後任として、三
島市文教町在住の土

つち

屋
や

賢
けん

太
た

郎
ろう

氏を選任することについて同意するものです。
同意

認第 27 号、認第 28 号
固定資産評価審査委員会委員選
任の同意

平成 29 年 10 月 25 日をもって任期満了となる高尾台在住の望
もち

月
づき

繁
しげ

和
かず

氏を
再任すること、また、平成 29 年 10 月 25 日をもって任期満了となる土

つち

屋
や

達
たつ

郎
お

氏の後任として、大岡在住の松
まつ

井
い

泰
やす

樹
き

氏を選任することについて同意
するものです。

同意

☆このほかの議案については、沼津市議会のホームページをご覧ください。 沼津市議会 検索

議　案　名

議
決
結
果

志
政
会

市
民
ク
ラ
ブ

公
明
党

自
民
沼
津

未
来
の
風

改
革
ぬ
ま
づ

日
本
共
産
党

沼
津
市
議
団

無

所

属
（8）（5）（3）（3）（3）（2）（2）（２）

決
　
算

認第 29 号 平成 28 年度沼津市一般会計歳入歳出決算の認定 認定 〇 〇 〇 〇 × ○ × × 〇

認第 31 号 平成 28 年度沼津市土地取得事業特別会計歳入歳
出決算の認定 認定 〇 〇 〇 〇 × ○ × × 〇

認第 34 号 平成 28 年度沼津市後期高齢者医療事業特別会計
歳入歳出決算の認定 認定 〇 〇 〇 〇 〇 ○ × 〇

会派別　賛否が分かれた議案一覧

9 月定例会の主な議案一覧

◯＝賛成　×＝反対　　※（　）内は所属議員数
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問
今
後
の
人
口
減
少
や
そ
の
中
で
の
少

子
高
齢
化
と
い
う
状
況
が
あ
る
中
で
、
教

育
や
福
祉
を
初
め
と
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
確
保
を
前
提
に
厳
し
い
財
政
運
営
が
続

く
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、「
沼
津
市
長

期
財
政
に
関
す
る
試
算
」
が
あ
く
ま
で
も

個
々
の
施
策
を
判
断
す
る
も
の
で
は
な
く
、

一
定
の
条
件
下
で
の
試
算
で
あ
る
こ
と
は

理
解
す
る
が
、
試
算
を
踏
ま
え
た
上
で
、

本
市
の
重
要
課
題
で
あ
る
沼
津
駅
周
辺
総

合
整
備
事
業
を
初
め
、
香
陵
公
園
周
辺
整

備
事
業
、
中
間
処
理
施
設
整
備
事
業
な
ど

の
重
要
事
業
へ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
市

長
の
認
識
及
び
決
意
は
。

答
市
長
／
全
国
的
な
課
題
で
あ
る
人
口

問
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
推
進
す
る

に
当
た
り
、
核
と
な
る
地
区
セ
ン
タ
ー
の

活
用
に
つ
い
て
、
現
在
の
状
況
及
び
課
題

に
対
す
る
認
識
は
。

答
企
画
部
長
／
地
区
セ
ン
タ
ー
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
、
福
祉
、
防
災
な
ど

の
拠
点
と
し
て
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
お
り
、

市
民
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
の
核
と
な
る
施
設
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
と
協
働

で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
地
区
セ
ン
タ
ー
に
期
待
す

る
部
分
が
市
や
地
域
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
職
員
の
確
保
や
地
域
の
人
材
育

成
が
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

減
少
や
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
な
ど
に

真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
は
、
平
た

ん
な
道
の
り
で
は
な
い
と
思
う
が
、
試
算

の
結
果
を
見
る
と
、
決
し
て
乗
り
越
え
ら

れ
な
い
も
の
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
の
試
算
に
よ
っ
て
、
も
ち
ろ
ん
個
別
の

施
策
を
判
断
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
私

が
目
指
す
世
界
一
元
気
な
沼
津
の
実
現
の

た
め
に
は
、
明
る
い
未
来
へ
の
投
資
が
極

め
て
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め

に
、
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
や
香
陵

公
園
周
辺
整
備
事
業
、
中
間
処
理
施
設
整

備
事
業
な
ど
の
推
進
を
市
民
の
理
解
を
得

な
が
ら
、
着
実
に
前
へ
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
地
区
セ
ン
タ
ー
図
書
室
の
現
状
と
具

体
的
な
充
実
策
は
。

答
教
育
次
長
／
十
五
カ
所
の
地
区
セ
ン

タ
ー
に
分
館
的
機
能
の
図
書
室
を
設
置
し

て
お
り
、
平
成
二
十
九
年
三
月
末
で
、
一
般

書
、
児
童
書
な
ど
合
計
六
万
六
千
冊
余
り

の
図
書
を
備
え
る
と
と
も
に
、
年
間
約

三
万
九
千
冊
の
貸
し
出
し
が
あ
る
な
ど
、

多
く
の
地
域
住
民
が
利
用
し
て
い
る
。
ま

た
、
将
来
に
お
い
て
も
、
市
民
の
生
涯
学

習
活
動
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
地
域
に

密
着
し
た
図
書
館
活
動
を
図
る
た
め
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
蔵
書
構
成
の
見
直

し
を
行
う
な
ど
、
よ
り
一
層
の
地
区
セ
ン
タ

ー
図
書
室
機
能
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

城
内
　
務

片
岡
　
章
一

大型事業推進に対する
市長の政治姿勢は地区センターの活用は

市 政 に つ い て

問 う！

一
般
質
問

議員名 主な質問項目 掲載頁
城内　　務 長期財政試算、立地適正化計画、空き家対策、所有者不明化対策 6
片岡　章一 地区コミュニティー、待機児童対策、成年後見制度利用促進 6
江本　浩二 沼津市長期財政の試算 7
殿岡　　修 鉄道高架中止による過大損失表現、民間投資は夢 7
山下富美子 長期財政の試算と地方交付税の見込み、鉄道高架の費用便益 7
久保田吉光 道の駅、学校給食と地産地消、ＡＯＩ－ＰＡＲＣ、沼津茶促進 7
霞　　惠介 ＩＯＴ（モノのインターネット）活用の通信基盤 8
梶　　泰久 防災、減災、総合防災訓練、消防団、洪水、公共施設 8
渡部一二実 自主防災組織対策、空き家条例対策、生活困窮者対策 8
真野　彰一 新中間処理施設整備、下水道整備 8
髙橋　達也 海岸清掃機材導入、土曜科学教育実施 9
加藤　明子 駅北周辺放置自転車対策、24 時間使えるＡＥＤの環境整備 9
小澤　　隆 情報政策、朝鮮半島有事への対応 9
加藤　元章 財政見通し、鉄道高架、新体育館駐車場、オリンピック合宿誘致 9
中田　孝幸 浜岡原発の放射線被害、放射線の教育と周知、新エネルギー推奨 10
川口　三男 長期財政の試算は、財政指標の必須要素の欠落、暮らしの補償 10
岩崎　英亮 新地方公会計制度、ふるさと納税通知、市長と語る会 10
梅沢　　弘 長期財政試算、財政規律、利払い費合計、市民への説明責任 10
水口　　淳 戸田からの高校通学補助、くるら戸田指定管理者 11

第
十
回
（
九
月
）
定
例
会
で
は
、

十
九
人
の
議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
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問
「
沼
津
市
長
期
財
政
に
関
す
る
試
算
」

の
基
礎
デ
ー
タ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
将
来

人
口
の
予
測
値
は
、
試
算
結
果
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
重
要
な
デ
ー
タ
で
あ
る
と

考
え
る
。
こ
の
基
礎
デ
ー
タ
に
は
、
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
発
表
し

て
い
る
人
口
推
計
で
は
な
く
、
沼
津
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

の
人
口
推
計
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
目
標

値
で
あ
る
こ
の
数
値
を
試
算
の
算
定
に
活

用
す
る
こ
と
は
妥
当
性
を
欠
く
も
の
と
考

え
る
が
、
そ
の
認
識
は
。

答
財
務
部
長
／
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
の
人
口
推
計
は
、
統
計
指
標

に
基
づ
き
、
機
械
的
に
試
算
し
た
も
の
で

問
今
後
、
財
政
的
に
影
響
を
与
え
る
沼

津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
、
香
陵
公
園
周

辺
整
備
事
業
、
中
間
処
理
施
設
整
備
事
業

の
進
行
を
踏
ま
え
算
出
し
た
「
沼
津
市
長

期
財
政
に
関
す
る
試
算
」
に
お
い
て
、
前

提
と
し
て
見
込
む
地
方
交
付
税
の
増
額
な

ど
の
条
件
が
成
り
立
た
な
け
れ
ば
三
事
業

の
遂
行
は
不
可
能
と
考
え
る
が
、
そ
の
認

識
は
。

答
財
務
部
長
／
本
試
算
は
、
沼
津
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
や
、

沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
な
ど
に
よ
る

財
政
へ
の
影
響
が
相
当
長
期
に
わ
た
る
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
現
在
及
び
将
来
の
財
政

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
作
成
し
た

問
現
在
、
道
の
駅
あ
り
方
検
討
委
員
会

に
お
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
本
市

西
部
地
区
へ
の
道
の
駅
設
置
に
つ
い
て
、

建
設
候
補
地
の
決
定
と
実
現
に
向
け
た
具

体
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
企
画
部
長
／
建
設
候
補
地
に
つ
い
て

は
、
道
の
駅
あ
り
方
検
討
委
員
会
に
お
い

て
面
積
、
土
地
の
利
用
状
況
、
法
規
制
等

の
諸
条
件
を
整
理
し
た
上
で
候
補
地
案
を

二
案
提
示
し
た
。
今
後
は
、
施
設
へ
の
ア

ク
セ
ス
性
や
周
辺
環
境
と
の
調
和
な
ど
立

地
特
性
を
整
理
し
、
関
係
機
関
と
協
議
し

な
が
ら
候
補
地
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
開
駅
に
向
け
て
は
、

関
係
機
関
で
構
成
す
る
協
議
会
を
設
置
し
、

問
取
得
済
み
の
鉄
道
施
設
移
転
用
地
は
、

鉄
道
高
架
事
業
を
中
止
し
た
と
し
て
も
、

他
の
目
的
で
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
る
が
、
そ
の
認
識
は
。

答
沼
津
駅
周
辺
整
備
部
長
／
取
得
済
み

の
鉄
道
施
設
移
転
用
地
は
広
大
で
、
細
長

い
形
状
で
あ
る
こ
と
か
ら
本
事
業
以
外
へ

の
利
活
用
は
し
に
く
い
も
の
と
考
え
る
。

そ
の
中
で
も
新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
用
地
は
、

取
得
済
み
用
地
と
未
取
得
用
地
が
混
在
し

て
い
る
た
め
一
体
的
な
利
用
が
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
土
地
の
有
効
活
用
を
図
る
こ

と
は
困
難
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

問
Ｂ
ｉ
Ｖ
ｉ
沼
津
や
イ
ー
ラ
ｄ
ｅ
、
プ

ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ
完
成
後
に
お
い
て
も
、
橋

あ
る
の
に
対
し
、
沼
津
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
人
口
推
計
は
、

人
口
減
少
に
歯
ど
め
を
か
け
る
た
め
の
施

策
の
効
果
を
勘
案
し
た
上
で
の
推
計
と
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
施
策
の
経
費
を
本
試
算

で
も
見
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
の
人
口
推
計
を
活
用
し
て
試
算
を
行
っ

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

外
部
有
識
者
に
よ
る
審
議
を
重
ね
る
と
と

も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
に
よ
り
寄

せ
ら
れ
た
市
民
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が

ら
作
成
し
た
計
画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

試
算
の
算
定
に
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
人
口
推

計
を
用
い
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

も
の
で
あ
る
。
本
試
算
に
お
け
る
地
方
交

付
税
は
、
現
制
度
に
お
け
る
国
と
地
方
の

役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
見
込
ん
だ
も
の
で

あ
る
た
め
、
本
条
件
は
、
客
観
的
か
つ
妥

当
性
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問
鉄
道
高
架
事
業
の
事
業
効
果
の
一
指

標
で
あ
る
費
用
便
益
分
析
（
Ｂ
／
Ｃ
）
の

値
が
上
が
る
状
況
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
。

答
沼
津
駅
周
辺
整
備
部
長
／
費
用
便
益

分
析
は
、
算
出
年
度
を
基
準
と
し
、
将
来

の
便
益
を
現
在
の
価
値
と
し
て
算
出
す
る

も
の
で
、
供
用
開
始
が
延
び
る
ほ
ど
数
値

は
低
下
し
、
現
基
準
で
は
上
が
る
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
る
。
数
値
が
上
が
る
場
合

は
算
定
基
準
が
変
わ
る
場
合
だ
と
考
え
る
。

地
元
等
と
協
議
し
な
が
ら
基
本
構
想
及
び

基
本
計
画
の
策
定
、
用
地
買
収
、
施
設
設

計
、
建
設
工
事
の
順
を
経
る
た
め
、
開
駅

予
定
時
期
は
明
示
で
き
な
い
が
、
着
実
に

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
学
校
給
食
に
お
け
る
地
元
産
品
の
使

用
比
率
を
上
げ
る
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

答
産
業
振
興
部
長
／
現
在
、
地
元
産
品

の
供
給
体
制
づ
く
り
を
担
う
専
門
家
を
派

遣
す
る
農
林
水
産
省
の
事
業
で
あ
る
地
産

地
消
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
派
遣
事
業
に
応

募
し
て
い
る
。
今
後
、
専
門
家
を
活
用
し

な
が
ら
、
学
校
給
食
に
お
け
る
地
元
産
品

の
活
用
を
図
る
新
し
い
取
り
組
み
体
制
を

確
立
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

上
駅
化
で
は
な
く
、
さ
ら
に
莫
大
な
費
用

を
か
け
て
高
架
化
す
る
理
由
は
。

答
沼
津
駅
周
辺
整
備
部
長
／
橋
上
駅
化

で
は
、
駅
直
近
の
歩
行
者
の
利
便
性
は
向

上
す
る
も
の
の
、
市
街
地
は
一
体
化
せ
ず
、

駅
周
辺
の
回
遊
性
が
向
上
し
な
い
こ
と
や

交
通
環
境
も
改
善
さ
れ
ず
事
業
の
波
及
効

果
が
限
定
的
に
な
る
こ
と
か
ら
、
鉄
道
高

架
事
業
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

鉄
道
高
架
事
業
の
施
工
期
間
中
に
お
い
て

も
、
南
北
の
歩
行
者
の
行
き
来
を
便
利
に

す
る
た
め
に
、
現
在
、
県
か
ら
鉄
道
事
業

者
に
工
事
期
間
中
の
仮
設
の
南
北
自
由
通

路
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
を
お
願
い
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

江
本
　
浩
二

山
下
　
富
美
子

殿
岡
　
修

久
保
田
　
吉
光

「沼津市長期財政に関する試算」の
基礎データに活用した数値の妥当性は

「沼津市長期財政に関する試算」に
おいて見込む財源の妥当性は

鉄道高架事業を中止した場合の
取得済み用地の利活用に対する認識は

本市西部地区への道の駅設置に向けた
候補地決定と具体的スケジュールは

一 般 質 問市政について問う！
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問
平
成
二
十
九
年
三
月
の
運
転
免
許
制

度
改
正
に
伴
い
、
沼
津
市
消
防
団
の
車
両

を
運
転
す
る
た
め
に
は
、
車
両
総
重
量
の

制
限
に
よ
り
準
中
型
免
許
の
取
得
が
必
要

と
な
る
が
、
そ
の
取
得
費
用
の
助
成
や
車

両
整
備
に
対
す
る
考
え
は
。

答
危
機
管
理
監
／
現
在
、
沼
津
市
消
防

団
に
配
備
し
て
い
る
車
両
は
、
全
て
新
制

度
の
普
通
免
許
で

は
運
転
で
き
な
い

も
の
で
あ
る
た
め
、

消
防
団
員
確
保
の

観
点
か
ら
、
準
中

型
免
許
の
取
得
に

対
す
る
支
援
制
度

の
構
築
や
車
両
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

他
市
町
の
状
況
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

問
平
成
二
十
九
年
度
静
岡
県
南
駿
地
域

総
合
防
災
訓
練
沼
津
会
場
と
し
て
実
施
し

た
沼
津
市
総
合
防
災
訓
練
の
評
価
と
総
合

防
災
訓
練
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
市
長
／
約
六
万
人
が
参
加
し
、
静
岡

県
広
域
受
援
計
画
及
び
地
域
防
災
計
画
の

検
証
や
自
主
防
災
会
と
の
連
携
を
前
提
と

し
た
訓
練
を
行
っ
た
ほ
か
、
各
自
主
防
災

会
が
独
自
の
訓
練
を
行
う
な
ど
、
有
意
義

な
も
の
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
も
、
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
と
知
識

の
向
上
を
主
眼
と
し
た
、
よ
り
実
践
的
な

訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

梶
　
泰
久

運転免許制度改正に伴う
消防団員確保のための取り組みは

問
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
①

平
成
二
十
六
年
度
の
一
斉
緊
急
合
同
点
検

で
抽
出
し
た
危
険
箇
所
へ
の
対
応
は
。
②

各
校
か
ら
の
要
望
へ
の
計
画
的
な
対
応
は
。

③
老
朽
化
し
た
歩
道
橋
へ
の
対
応
は
。

答
建
設
部
長
／
①
要
対
策
箇
所
五
十
三

地
点
の
う
ち
、
短
期
的
な
対
策
が
可
能
な

四
十
七
カ
所
に
つ
い
て
は
完
了
し
て
お
り
、

長
期
的
な
対
応
を
要
す
る
箇
所
に
つ
い
て

は
引
き
続
き
関
係
機
関
と
の
協
議
や
補
助

金
等
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。
②
関
係
機

関
と
の
合
同
点
検
や
安
全
対
策
の
実
施
、

そ
の
効
果
の
把
握
や
改
善
・
充
実
と
い
っ

た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
を
市

民
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

③
国
の
要
領
に
基
づ
く
定
期
点
検
の
結
果

を
踏
ま
え
、
各
道
路
管
理
者
に
お
い
て
補

修
工
事
等
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
国
、
県
、

市
な
ど
で
組
織
す
る
静
岡
県
道
路
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
会
議
に
お
い
て
、
課
題
の
検
討
や

進
捗
状
況
の
確
認
等
を
行
っ
て
い
る
。

問
歩
車
分
離
式
信
号
機
の
位
置
づ
け
と

交
通
ル
ー
ル
の
周
知
方
法
は
。

答
企
画
部
長
／
歩
車
分
離
式
信
号
機
は
、

交
差
点
で
歩
行
者
が
安
全
に
横
断
で
き
る

よ
う
、
道
路
形
状
等
を
考
慮
し
て
設
置
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
横
断
方
法
な
ど
の
交
通

ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
・
団
体

と
連
携
し
、
街
頭
指
導
や
交
通
安
全
教
室

を
通
じ
て
周
知
徹
底
に
努
め
て
い
く
。

霞
　
惠
介

市内小中学校における
通学路の安全対策は

問
市
民
生
活
の
ベ
ー
ス
と
な
る
一
般
廃

棄
物
処
理
施
設
に
つ
い
て
、
現
施
設
が
抱

え
る
問
題
点
に
対
す
る
認
識
は
。

答
生
活
環
境
部
長
／
建
物
は
建
設
か
ら

四
十
年
以
上
経
過
し
、
耐
震
性
が
低
く
、

ま
た
、
基
幹
改
良
工
事
か
ら
十
五
年
経
過

し
た
設
備
は
支
障
な
く
運
転
し
て
い
る
が
、

一
般
的
に
は
稼
働
か
ら
二
十
年
程
度
が
限

界
と
さ
れ
て
お
り
、
安
定
操
業
へ
の
リ
ス

ク
が
増
大
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
沼
津
市
新
中
間
処
理
施
設
整
備
基
本

計
画
に
お
い
て
定
め
た
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
延
期
さ
れ
て
い
る
が
、
①
延
期
決
定

後
の
対
応
は
。
②
再
開
の
判
断
は
。

答
市
長
／
①
学
識
経
験
者
か
ら
意
見
を

聞
く
た
め
の
検
討
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

事
業
再
開
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
ほ

か
、
平
成
二
十
九
年
一
月
に
は
、
反
対
し

て
い
た
市
内
自
治
会
か
ら
条
件
つ
き
で
建

設
容
認
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
②
コ
ス

ト
が
基
本
計
画
で
整
理
し
た
範
囲
内
と
な

る
こ
と
、
現
施
設
が
限
界
を
迎
え
る
前
に

新
施
設
を
稼
働
さ
せ
る
こ
と
、
地
元
か
ら

同
意
を
得
る
め
ど
、
こ
の
三
つ
が
全
て
整

う
こ
と
が
理
想
だ
が
、
建
て
か
え
必
至
の

状
況
に
な
れ
ば
再
開
の
判
断
が
必
要
と
考

え
て
お
り
、
そ
の
時
期
を
見
誤
ら
な
い
よ

う
、
慎
重
か
つ
早
期
に
検
討
を
進
め
る
と

と
も
に
、
事
業
再
開
後
は
遅
滞
な
く
作
業

が
進
め
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

真
野
　
彰
一

新中間処理施設の整備再開の判断は

問
自
主
防
災
組
織
の
消
費
期
限
間
近
の

備
蓄
食
糧
に
つ
い
て
、
①
活
用
方
法
は
。

②
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
対
す
る
支
援
と
し
て

有
効
活
用
す
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
と

フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
を
結
び
つ
け

る
取
り
組
み
を
行
う
考
え
は
。

答
危
機
管
理
監
／
①
防
災
訓
練
等
に
お

け
る
炊
き
出
し
訓
練
で
の
使
用
が
考
え
ら

れ
る
が
、
災
害
時
の
使
用
を
前
提
と
し
、

消
費
期
限
な
ど
を
踏
ま
え
適
切
に
管
理
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
防
災
指
導

員
を
通
じ
て
管
理
簿
作
成
等
の
必
要
性
な

ど
を
紹
介
し
て
い
く
。
②
今
後
、
自
治
会

連
合
会
の
定
例
会
や
防
災
指
導
員
の
研
修

の
機
会
等
を
捉
え
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
関

す
る
趣
旨
説
明
を
行
う
な
ど
、
連
携
を
促

す
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

問
沼
津
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
及
び

有
効
活
用
に
関
す
る
条
例
の
制
定
効
果
に

つ
い
て
、
①
空
き
家
の
実
態
調
査
及
び
所

有
者
特
定
の
状
況
は
。
②
空
き
家
所
有
者

に
対
す
る
行
政
指
導
の
状
況
は
。

答
都
市
計
画
部
長
／
①
制
定
前
の
平
成

二
十
六
年
度
と
制
定
後
の
二
十
七
年
度
の

比
較
で
は
、
実
態
調
査
件
数
が
二
十
一
件
か

ら
三
十
一
件
に
、
所
有
者
特
定
が
十
四
件

か
ら
三
十
一
件
に
増
加
し
た
。
②
制
定
後
か

ら
平
成
二
十
九
年
八
月
ま
で
に
百
四
十
三

件
の
空
き
家
情
報
の
提
供
が
あ
り
、
百
五

件
に
対
し
助
言
・
指
導
を
実
施
し
た
。

渡
部
　
一
二
実

地域の自主防災組織と
フードバンクふじのくにの連携は

▲�新制度において準中型免許が必要
となる現在の車両

一 般 質 問市政について問う！
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一 般 質 問市政について問う！

問
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
質
の
よ
い
実
験

に
触
れ
、
正
し
い
知
識
や
経
験
、
知
的
な

刺
激
を
得
る
と
、
そ
の
後
の
科
学
学
習
の

意
欲
と
成
果
に
よ
い
効
果
が
あ
ら
わ
れ
る

と
考
え
る
が
、
土
曜
日
を
使
っ
た
、
小
学

生
の
科
学
教
室
を
実
施
す
る
考
え
は
。

答
教
育
長
／
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
学

ぶ
楽
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
に
よ
り
、
も

っ
と
学
び
た
い
と
い
う
意
欲
を
育
む
こ
と

は
、
何
よ
り
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。
官

民
問
わ
ず
、
子
供
た
ち
の
興
味
や
好
奇
心

を
高
め
る
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
等
の
情
報
を

集
め
、
広
報
や
支
援
に
努
め
つ
つ
、
学
校

や
企
業
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
授
業
の
中

だ
け
で
は
体
験
で
き
な
い
、
貴
重
な
学
び

の
場
の
提
供
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

問
本
市
の
広
い
砂
浜
の
清
掃
に
つ
い
て
、

人
力
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
海
岸
清
掃
機

材
を
導
入
す
る
考
え
は
。

答
産
業
振
興
部
長
／
本
市
で
は
、
平
成

六
年
に
海
岸
清
掃
機
材
を
導
入
し
、
牛
臥

海
岸
な
ど
で
使
用
し
て
き
た
が
、
海
岸
や

漂
着
物
の
状
況
か
ら
、
導
入
当
初
か
ら
故

障
が
多
く
、
現
在
は
清
掃
機
能
が
損
傷
し
、

運
搬
機
能
の
み
を
使
用
し
て
い
る
。
現
段

階
に
お
い
て
、
新
た
な
機
材
の
導
入
予
定

は
な
い
が
、
今
後
、
本
市
と
同
じ
よ
う
な

条
件
で
機
械
の
導
入
を
行
っ
て
い
る
事
例

を
参
考
に
、
性
能
や
耐
久
性
、
費
用
対
効

果
な
ど
を
総
合
的
に
研
究
し
て
い
く
。

髙
橋
　
達
也

小学生向け土曜科学教室の実施を

問
沼
津
駅
北
口
周
辺
の
放
置
自
転
車
対

策
と
し
て
、
Ｂ
ｉ
Ｖ
ｉ
沼
津
前
の
自
転
車

専
用
通
行
帯
部
分
へ
駐
輪
場
を
整
備
す
る

考
え
は
。

答
企
画
部
長
／
沼
津
駅
北
口
周
辺
に
あ

る
三
カ
所
の
駐
輪
場
は
全
て
高
い
利
用
率

で
あ
り
、
駐
輪
場
の
収
容
台
数
が
不
足
し

て
い
る
。
平
成
二
十
九
年
度
の
早
い
時
期

に
、
静
岡
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
、
Ｂ

ｉ
Ｖ
ｉ
沼
津
前
の
道
路
区
域
内
の
自
転
車

専
用
通
行
帯
に
駐
輪
場
を
設
け
る
こ
と
に

つ
い
て
相
談
し
、
意
見
を
聞
い
た
上
で
、

交
通
規
制
の
変
更
に
関
す
る
協
議
を
行
う

と
と
も
に
、
地
元
自
治
会
等
と
の
調
整
を

行
い
、
整
備
の
可
能
性
に
つ
い
て
早
急
に

検
討
し
て
い
く
。

問
キ
ラ
メ
ッ
セ
ぬ
ま
づ
を
含
む
プ
ラ
サ

ヴ
ェ
ル
デ
前
の
自
転
車
専
用
通
行
帯
に
駐

輪
し
て
い
る
自
転
車
来
場
者
へ
の
対
応
は
。

答
産
業
振
興
部
長
／
施
設
前
に
駐
輪
さ

れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
来
場
者
の
利

便
性
を
考
慮
し
て
、
平
成
二
十
九
年
十
月

中
を
め
ど
に
キ
ラ
メ
ッ
セ
ぬ
ま
づ
と
東
側

駐
車
場
の
間
の

ス
ペ
ー
ス
に
駐

輪
場
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、

来
場
者
へ
の
周

知
、
誘
導
に
努

め
て
い
く
。

加
藤
　
明
子

沼津駅北口周辺の放置自転車対策を

問
新
市
民
体
育
館
の
構
造
を
変
更
し
、

一
階
部
分
を
か
さ
上
げ
し
て
駐
車
場
化
し
、

二
階
以
上
を
体
育
館
と
す
る
新
し
い
案
を

提
案
す
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
。

答
市
長
／
香
陵
公
園
周
辺
整
備
に
係
る

説
明
会
に
お
い
て
も
、
駐
車
場
台
数
の
問

題
に
つ
い
て
、
非
常
に
心
配
で
あ
る
と
い

う
意
見
が
あ
っ
た
。
議
員
の
提
案
に
つ
い

て
は
、
そ
の
可
能
性
を
検
討
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
。

問
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
イ
タ
リ
ア
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
チ
ー
ム

の
事
前
合
宿
に
つ
い
て
、
早
急
に
受
け
入

れ
を
表
明
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
産
業
振
興
部
長
／
受
け
入
れ
会
場
と

し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
が
定

め
る
要
件
を
備
え
た
プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ
を

利
用
し
た
場
合
、
会
場
使
用
料
等
が
高
額

に
な
る
た
め
、
本
市
と
相
手
側
の
費
用
負

担
の
条
件
で
折
り
合
い
が
つ
い
て
い
な
い
。

再
度
、
十
一
月
ご
ろ
に
交
渉
を
行
う
予
定

で
あ
り
、
そ
の
際
に
は
、
前
回
の
交
渉
に

お
い
て
示
さ
れ
た
相
手
側
の
要
望
を
十
分

に
し
ん
し
ゃ
く
し
た
上
で
、
本
市
の
積
極

的
な
受
け
入
れ
姿
勢
を
提
示
し
、
誘
致
の

実
現
を
目
指
し
て
い
く
。
ま
た
、
あ
わ
せ

て
県
施
設
で
あ
る
プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ
の
会

場
使
用
料
等
へ
の
支
援
を
、
県
に
対
し
て

要
望
し
て
い
く
。

加
藤
　
元
章

香陵公園周辺整備における
駐車場台数の確保を

問
本
市
に
関
連
す
る
拉
致
被
害
者
が
い

た
場
合
の
保
護
及
び
支
援
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
平
成
十
四
年
に
制

定
さ
れ
た
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致

さ
れ
た
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律

で
は
、
拉
致
被
害
者
及
び
そ
の
家
族
に
対

し
、
国
に
よ
る
給
付
金
の
支
給
等
に
よ
る

経
済
的
支
援
の
ほ
か
、
地
方
公
共
団
体
に

お
い
て
も
、
生
活
相
談
の
実
施
、
住
宅
の

供
給
の
促
進
、
雇
用
・
教
育
の
機
会
の
確

保
な
ど
、
必
要
な
施
策
を
国
と
と
も
に
講

ず
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

帰
国
し
た
拉
致
被
害
者
及
び
そ
の
家
族
が

本
市
に
住
居
を
定
め
る
場
合
に
は
、
市
は
、

国
や
関
係
機
関
と
有
機
的
に
連
携
し
つ
つ
、

生
活
基
盤
の
再
建
な
ど
に
資
す
る
施
策
を

初
め
、
自
立
を
促
進
し
、
良
好
か
つ
平
穏

な
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
保
護
や
支

援
を
行
っ
て
い
く
。

問
弾
道
ミ
サ
イ
ル
か
ら
の
避
難
方
法
の

周
知
は
。

答
危
機
管
理
監
／
現
在
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
お
い
て
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル

落
下
時
の
行
動
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
る

ほ
か
、
内
閣
官
房
の
国
民
保
護
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る

が
、
今
後
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を

見
直
し
、
緊
急
時
の
行
動
内
容
や
、
放
送

さ
れ
る
警
報
音
が
わ
か
り
や
す
く
確
認
で

き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
く
。 小

澤
　
隆

本市に関連する拉致被害者がいた場合
の保護及び支援は

▲�沼津駅北口周辺の放置自転車の現状
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一 般 質 問市政について問う！

問
浜
岡
原
子
力
発
電
所
に
重
大
な
事
故

が
発
生
し
た
場
合
、
本
市
に
お
い
て
も
放

射
線
の
被
害
が
及
ぶ
こ
と
を
想
定
し
て
対

策
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る

認
識
は
。

答
危
機
管
理
監
／
原
子
力
規
制
委
員
会

で
は
、
原
子
力
発
電
所
か
ら
お
お
む
ね
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

ま
で
の
範
囲
を
、
緊
急
時
防
護
措
置
を
準

備
す
る
区
域
と
し
て
定
め
て
い
る
。
本
市

は
浜
岡
原
子
力
発
電
所
か
ら
約
八
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
避

難
行
動
が
必
要
と
な
る
レ
ベ
ル
の
線
量
が

観
測
さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
て
い

る
が
、
本
市
と
同
等
の
区
域
に
お
い
て
、

問
新
地
方
公
会
計
制
度
に
つ
い
て
、
①

従
来
の
会
計
制
度
と
の
違
い
と
そ
れ
に
よ

る
影
響
は
。
②
導
入
に
よ
る
効
果
は
。

答
財
務
部
長
／
①
こ
れ
ま
で
の
現
金
主

義
会
計
に
加
え
、
複
式
簿
記
に
よ
る
発
生

主
義
会
計
の
考
え
方
が
取
り
入
れ
ら
れ
た

こ
と
が
最
も
大
き
な
違
い
で
あ
り
、
影
響

と
し
て
は
、
現
金
収
支
の
観
点
だ
け
で
は

な
く
資
産
や
負
債
と
い
っ
た
ス
ト
ッ
ク
情

報
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
面
的
に

財
務
状
況
を
分
析
・
検
証
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
②
資
産
等
の
ス

ト
ッ
ク
情
報
や
、
減
価
償
却
費
、
退
職
手

当
引
当
金
等
の
コ
ス
ト
情
報
の
見
え
る
化

が
実
現
し
、
市
民
に
よ
り
わ
か
り
や
す
く

問
「
沼
津
市
長
期
財
政
に
関
す
る
試
算
」

の
人
口
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
①
市
財
政

に
大
き
く
か
か
わ
る
生
産
年
齢
人
口
の
推

移
と
い
う
指
標
が
欠
落
し
て
い
る
の
は
な

ぜ
か
。
②
高
齢
化
率
や
介
護
認
定
の
出
現

率
の
上
昇
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
財
源
措

置
は
本
試
算
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て

い
る
か
。

答
財
務
部
長
／
①
人
口
の
見
通
し
に
つ

い
て
は
、
人
口
減
少
対
策
に
関
す
る
事
業

費
な
ど
を
見
込
ん
だ
上
で
、
沼
津
市
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ

る
総
人
口
の
人
口
減
少
率
を
主
に
用
い
て

お
り
、
市
税
収
入
の
見
込
み
に
生
産
年
齢

人
口
等
の
動
態
を
勘
案
し
て
い
な
い
こ
と

問
市
長
が
鉄
道
高
架
事
業
の
第
三
者
に

よ
る
検
証
を
行
わ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
自

分
た
ち
で
公
認
会
計
士
に
依
頼
し
て
自
治

体
経
営
へ
の
財
政
的
影
響
を
検
証
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
市
民
の
声
が
わ
き
上
が
っ

て
い
る
が
、
こ
の
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
市
民

の
行
動
に
対
す
る
認
識
は
。

答
市
長
／
選
挙
の
と
き
か
ら
、
鉄
道
高

架
事
業
に
関
す
る
財
政
に
つ
い
て
は
見
直

し
、
そ
の
結
果
を
市
民
へ
公
表
す
る
と
言

っ
て
き
た
。
平
成
二
十
九
年
九
月
五
日
に

公
表
し
た
「
沼
津
市
長
期
財
政
に
関
す
る

試
算
」
は
、
何
カ
月
も
か
け
て
指
示
し
て
、

実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
三
十
年
間

の
試
算
を
し
、
財
政
調
整
基
金
や
財
政
の

原
子
力
災
害
へ
の
独
自
の
対
策
計
画
を
作

成
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
こ
と
も
承
知

し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
事
例
を

見
る
と
、
計
画
上
、
対
策
の
詳
細
が
明
確

に
な
っ
て
い
な
い
な
ど
、
課
題
が
見
受
け

ら
れ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
本
市
と
し

て
は
、
発
災
時
に
は
沼
津
市
地
域
防
災
計

画
の
突
発
的
災
害
応
急
対
策
計
画
に
基
づ

き
、
国
や
県
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、

情
報
の
収
集
や
伝
達
な
ど
の
対
応
を
的
確

に
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
今
後
の
原
子
力

対
策
に
関
す
る
国
際
的
な
議
論
や
国
の
施

策
の
検
討
の
推
移
を
注
視
し
、
独
自
の
避

難
計
画
の
必
要
性
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

財
務
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

問
平
成
二
十
九
年
四
月
に
総
務
省
か
ら

ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
返
礼
品
の
送
付
等

に
関
す
る
通
知
が
あ
り
、
制
度
の
趣
旨
に

反
す
る
返
礼
品
の
取
り
扱
い
の
見
直
し
に

対
す
る
要
請
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
対
す

る
本
市
の
対
応
は
。

答
産
業
振
興
部
長
／
平
成
二
十
九
年
四

月
末
に
、
資
産
性
が
高
く
価
格
が
高
額
で

あ
る
宝
飾
品
の
取
り
扱
い
を
中
止
し
た
。

ま
た
現
在
、
高
額
の
旅
行
ク
ー
ポ
ン
や
本

市
の
住
民
に
対
す
る
返
礼
品
の
送
付
に
つ

い
て
、
取
り
扱
い
中
止
に
向
け
て
調
整
し

て
い
る
。

に
つ
い
て
は
、
そ
の
動
態
と
市
税
収
入
の

状
況
が
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
た
め

で
あ
る
。
②
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
動
態

に
基
づ
き
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
へ

の
操
出
金
の
額
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

問
鉄
道
高
架
事
業
の
完
了
後
に
は
、
そ

の
事
業
効
果
が
固
定
資
産
税
や
法
人
市
民

税
な
ど
の
増
収
と
し
て
想
定
さ
れ
て
当
然

と
考
え
る
が
、
試
算
に
反
映
さ
れ
て
い
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

答
財
務
部
長
／
本
事
業
の
効
果
に
よ
る

市
税
収
入
へ
の
影
響
額
等
を
現
時
点
で
算

定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
試
算
に
お
い
て
は
見
込
ん
で
い
な
い
も

の
で
あ
る
。

健
全
化
指
数
が
ど
う
な
る
か
と
い
う
流
れ

も
確
認
し
た
結
果
、
こ
れ
で
な
ん
と
か
や

っ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
自
分
自
身

納
得
し
た
。
そ
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
も
ら

っ
た
上
で
、
こ
の
結
論
を
見
て
、
み
ん
な

で
ど
う
思
う
か
試
算
の
中
身
に
つ
い
て
議

論
し
て
も
ら
う
な
ら
結
構
だ
と
思
う
。

問
「
沼
津
市
長
期
財
政
に
関
す
る
試
算
」

に
お
い
て
経
済
成
長
率
を
算
入
し
て
い
な

い
理
由
は
。

答
財
務
部
長
／
国
に
お
け
る
経
済
成
長

率
の
推
計
は
、
平
成
三
十
七
年
度
ま
で
し

か
な
い
た
め
、
今
回
の
三
十
年
間
の
長
期

試
算
に
用
い
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
と

判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

中
田
　
孝
幸

岩
崎
　
英
亮

川
口
　
三
男

梅
沢
　
弘

放射線被害から市民を守る対策は

新地方公会計制度導入の意義は

「沼津市長期財政に関する試算」の
妥当性は

鉄道高架事業の第三者による検証は
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問
高
校
三
年
間
を
戸
田
地
区
か
ら
通
学

す
る
こ
と
に
よ
る
、
地
元
へ
の
愛
着
や
郷

土
愛
の
醸
成
に
よ
り
、
将
来
一
人
で
も
多

く
の
若
者
が
戸
田
地
区
へ
戻
り
、
定
着
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
戸
田
地
区
か
ら
の

高
等
学
校
通
学
補
助
金
を
、
過
疎
対
策
と

し
て
創
設
す
る
考
え
は
。

答
企
画
部
長
／
過
疎
対
策
と
し
て
の
新

た
な
補
助
金
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
将
来

の
帰
郷
に
よ
る
若
年
層
の
定
着
へ
の
効
果

を
初
め
、
他
都
市
の
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
今
後
研
究
し
て
い
く
。

問
市
長
が
目
指
す
世
界
一
元
気
な
沼
津

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
若
者
が
沼
津
に

定
着
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
県
外
へ

通
学
す
る
専
門
学
校
生
や
大
学
生
に
対
す

る
通
学
補
助
金
を
創
設
す
れ
ば
、
沼
津
か

ら
通
学
す
る
学
生
も
ふ
え
る
と
考
え
ら
れ
、

地
元
へ
の
愛
着
や
郷
土
愛
の
醸
成
に
よ
り
、

一
人
で
も
多
く
の
若
者
が
定
着
す
る
と
考

え
る
が
、
本
市
の
若
者
に
先
行
投
資
す
る

考
え
は
。

答
企
画
部
長
／
若
者
が
郷
土
に
愛
着
を

感
じ
、
進
学
等
で
地
元
を
離
れ
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
い
つ
の
日
か
戻
っ
て
き
て
、

地
域
と
一
緒
に
歩
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
お
り
、
通
学
補

助
金
の
創
設
も
含
め
、
今
後
よ
く
研
究
し

て
い
く
。

水
口
　
淳

戸田地区からの
高等学校通学補助金創設は

一 般 質 問市政について問う！

　本定例会に提出されました、「浜岡原発の再稼働
を認めない」とともに、情報公開、避難計画の作成
など、浜岡原発事故対策を求める請願は、総務委員
会において不採択とすべきものと決し、本会議にお
いて不採択となりました。

・請願とは？
　市民が国や地方公共団体等に意見や要望を述べ
ることをいいます。地方自治法の規定により、提
出には紹介議員が必要です。市議会に提出された
請願は常任委員会等で審議したうえで、本会議で
採決（採択・不採択）します。
・陳情とは？
　特定の事項について利害関係のあるものが、市
議会などに実情を訴え、措置を要望することで、
請願と異なり紹介議員は必要としません。
・意見書とは？
　市だけの努力では解決できない公共の利益に関
する問題について、市議会の意思をまとめて国や
県に要望するものです。

道路整備推進のための道路整備事業に係る補助率等のかさ上げ措置の継続及び道路予算の確保に関する意見書

　道路は、安全・安心な暮らしや、持続的な地域経済の成長を支える基本的なインフラであるとともに、
災害時には市民の命を守る機能を有するなど、生活に欠かすことのできない重要な社会資本である。
　本市は、東名高速道路及び新東名高速道路へのアクセス性にすぐれ、富士山、伊豆半島など世界的な観
光地に囲まれた観光立地性を生かして競争力のある都市づくりを進めていきたいと考えている。
　そのため、市内交通の慢性的な渋滞の解消や南北交通の円滑化は急務であり、東駿河湾環状道路や国道
414 号静浦バイパスなどの広域道路網の整備、連続立体交差事業や土地区画整理事業による都市内幹線
道路の整備や踏切対策、生活道路や通学路における交通安全対策、大規模災害に対する防災・減災対策、
さらには急速に進む道路構造物の老朽化対策など、道路に関する対応すべき課題について、より一層の取
り組みを進めていく必要がある。
　このような状況において、「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」（以下「道路財特法」
という。）の規定による補助率等のかさ上げ措置が平成 29 年度末で切れ、平成 30 年度から地方負担が増
加することになれば、地方創生の実現はもとより、自治体運営にも多大な影響が生じることとなる。
　ついては、平成 30 年度以降も迅速かつ着実な道路整備を推進するため、下記の措置を講じられるよう
強く要望する。

記
１　�道路財特法の補助率等のかさ上げ措置について、平成 30 年度以降も継続するとともに、必要な道路

整備の推進が図れるよう拡充、見直しも含め必要な措置を講ずること。
２　長期安定的に道路整備が進められるよう、平成 30 年度道路関係予算は所要額を満額確保すること。
３　補正予算の編成による、平成 29 年度における事業のさらなる加速化を図ること。

この意見書は、平成 29 年 10 月 16 日に全会一致で可決された後、関係官庁等へ送付しました。
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議会だよりへの御意見・
御感想をお聞かせください

　議会だより編集委員会では、今後の紙面づく
りの参考とさせていただくため、皆さんからの
御意見・御感想をお待ちしています。
　郵送、電話、FAX、Eメール等で
お寄せ下さい。（本紙左端参照）
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議会活性化等特別委員会の活動報告

千本小学校
　　　　　６年
堤
つつみ

　妃
ひ

那
な

さん

　まず、委員会では「議会から市民への情報提供、
議会と市民との意見交換をする会」について話し
合い、検討を重ねる中で、「（仮称）市民との会」と
して、11月12日（日）に千本プラザで試行的に開
催しました。
　この会は、参加者24人、傍聴者24人にお集ま
りいただき、９月定例会の報告をし、また、参加
者からさまざまな御意見を伺いました。
　今後も、調査・研究を重ね、議会活性化への取
り組みを進めていきます。

次回発行予定　平成30年２月15日

電子書籍・スマートフォンで
議会だよりをご覧いただけます

＊電子書籍ポータルサイト「しずおかイーブックス」
http://www.shizuoka-ebooks.jp/

＊モバイル端末用広報紙　閲覧アプリ「マチイロ」

　議会活性化等特別委員会は、沼津市議会が目
指す、市民に開かれた議会の実現に向けて、さら
なる議会の活性化を推進するため、議会活性化
等に関する調査・研究を行う特別委員会として、
７人の委員により平成29年３月23日に設置し、
以下の３つの項目について取り組んでいます。
　１　議会から市民への情報提供、議会と市民
　　　との意見交換について
　２　議会のＩＣＴ化について
　３　その他議会活性化に関すること

より開かれた議会へ

◀「（仮称）市民との会」
　における意見交換の
　様子
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